
 

令和７年度 全柔連公認柔道指導者Ｂ指導員養成講習会要項 

 

１ 主 催  公益財団法人全日本柔道連盟 

２ 主 管  栃木県柔道連盟 

３ 目 的  柔道の安全指導の徹底、指導者の資質及び指導力の向上、柔道全体の 

      社会的信用と地位の確立のために公認指導者の養成を図る。 

４ Ｂ指導員養成講習会の科目 

 (1) メディア講義（種目の特性に応じた基礎倫理） 

   令和７年 10月 18日（土）～同年 11月 17日（月）までの間 受講者自宅等 

  ①「柔道論Ⅱ」柔道の歴史 

  ②「安全管理・指導Ⅱ」柔道の安全管理・安全指導・事故防止策 

  ③「指導者の倫理Ⅱ」柔道指導者としての責任 

  ④「柔道の科学Ⅱ」柔道指導に必要な科学的倫理 

  ⑤「マネジメント」指導組織のマネジメント 

 (2) 実技 令和７年 11月 22・23日（土・日） ユウケイ武道館第２道場 

令和７年 11月 22日（土） 

  ⑥  9:00～10:00「基本的指導Ⅱ」柔道の特性を活かした身体リテラシー向上 

  ⑦ 10:00～11:00「基本的指導Ⅱ」投げ技の指導体系 

  ⑧ 11:00～12:00「基本的指導Ⅱ」固め技の指導体系 

  ⑨ 13:00～14:00「基本的指導Ⅱ」対人技能の指導体系 

  ⑩ 14:00～16:00「トレーニングⅡ」柔道のトレーニング 

令和７年 11月 23日（日） 

  ⑪  9:00～10:00「救急処置Ⅱ」柔道場での救急処置の実際 

  ⑫ 10:00～11:00「指導計画Ⅰ」指導計画立案の概要 

  ⑬ 11:00～12:00「指導計画Ⅰ」指導計画の実施と評価の概要 

  ⑭ 13:00～14:00「対象に応じた指導法Ⅰ」長期育成のための６ステージ 

 (3) 課題レポート 

   後日配布の「公認Ｃ指導員資格講習の課題レポート」６課題（１課題につき 800

字程度）を作成し令和７年 11月 23日（日）の検定試験会場で提出すること。 

 (4) 検定試験 令和７年 11月 23日（日） 14:00～15:00 ユウケイ武道館 

  ・ メディア講義①～⑤及び実技⑥～⑭を受講していること並びに課題レポートを

提出していることが検定試験受験条件。 

  ・ 問題は、実技及びメディア講習の内容から論述問題を出題する。 

５ 認定条件 

  Ｂ指導員養成講習会の科目(1)～(4)すべてを終了すること。 



６ 受講条件及び募集人数 

 (1) 全日本柔道連盟 2025 年度個人登録している者で、次の条件いずれかを満たして

いる者。 

  ア 20歳以上、かつ３段以上の者。 

  イ Ｃ指導員認定２年以上経過している者。 

 (2) 15名以内 先着順 

７ 申込み 

 (1) 全柔連登録ＨＰＪudo-Ｍemberから受講者それぞれが申込むこと。 

 (2) 講習番号：E1002328 

 (3) 〆切：令和７年 10 月 14日（火）まで 

８ 費用等 

  Ｂ指導員養成講習会 6,000円を検定試験当日、釣り銭が無い様に納入すること。 

９ 実技及び検定試験当日の受講に際して 

 (1) 当日朝に検温と健康観察を行い、体調が悪い場合には受講を控えること。 

 (2) 柔道衣・筆記用具・課題レポート・全柔連登録証・昼食等を持参すること。 

10 問合せ先 

栃木県柔道連盟事務局（〒320-0066 宇都宮市駒生 1-1-6 教育会館２階） 

  担当 栃木県柔道連盟理事長 若林 和信 


